
 

春の火災予防運動

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

                    

         

令和２年２月 

第 １２ 号 
発行:消防団広報誌編集委員 

回覧 

令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
関
東
地
方
へ
接
近
し
た
台
風
19

号
は
、
町
内
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
）、
警
戒
レ
ベ
ル
４
（
避
難
勧
告
）
が
発
令
さ
れ
る
程
の
大
雨

と
な
り
ま
し
た
。
各
分
団
は
、
13
日
午
前
9
時
よ
り
警
戒
に
入
り
避
難
警
告
、

土
の
う
作
成
積
み
上
げ
作
業
、
冠
水
現
場
の
排
水
作
業
、
町
内
巡
回
、
風
散
物
の

撤
去
等
を
行
い
ま
し
た
。 

第
一
分
団
（
長
岡
地
区
） 

 
 
 
 

愛
宕
神
社
付
近 

冠
水 

第
二
分
団
（
箱
根
ケ
崎
地
区
） 

 
 

都
道
166
号 

土
砂
崩
れ 

第
三
分
団
（
石
畑
・
武
蔵
野
地
区
） 

民
家
裏
水
路 

泥
濫 

第
四
分
団
（
殿
ケ
谷
地
区
） 

 
 
 

住
宅
地
道
路 

浸
水 

第
五
分
団
（
元
狭
山
地
区
） 

 
 
 

駒
形
ポ
ン
プ
場
付
近 

冠
水 

近
隣
で
は
、
奥
多
摩
町
、
日
の
出
町
で
道
路
が
崩
落
、
立
川
市
と
日
野
市
を
ま

た
ぐ
日
野
橋
が
多
摩
川
の
増
水
の
影
響
を
受
け
損
壊
、
八
王
子
市
で
土
砂
災
害
、

と
い
っ
た
数
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

近
年
、
自
然
災
害
は
昔
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
は
大
丈
夫
だ
と

思
わ
ず
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
迅
速
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

２
分
団
） 

 

台
風

19
号
警
戒 

道路崩落(奥多摩町) 

 

橋脚の沈下(日野橋) 

 

土砂崩れ(都道 166 号) 

 



12
月
26
日(

木)

に
消
防
団
本
部
へ
広
報
車
の
引
渡
し
式
が
行
わ
れ
、
町
長
か

ら
団
長
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
車
の
ベ
ー
ス
車
両
と
し
て
軽
自
動
車
を
採

用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
狭
い
道
も
通
れ
る
の
で
様
々
な
場
所
で
の
広
報
活
動
が
今

後
可
能
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
車
体
で
、
女
性
で
も
運
転

し
や
す
く
、
今
後
は
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
の
場
が
よ
り
一
層
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
。 

本
来
は
出
初
式
で
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
披
露
目
す
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
天
候
で
屋
内
で
の
式
典
と
な
り
、
屋
外
で
走
っ
て
い
る
姿
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
た
い
へ
ん
残
念
で
し
た
。
３
月
に
は
春
の
火
災
予
防
運
動
で
町
内
を

巡
回
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
も
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

今
後
は
火
災
予
防
運
動
で
の
広
報
活
動
を
は
じ
め
と
し
、
災
害
時
な
ど
の
警
戒

活
動
で
も
広
く
活
用
し
て
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 (

担
当 

本
部) 

 

                             

                             

11
月
9
日(

土)

、
10
日(

日)

に
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
競
技
場
及
び
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
に
て
第
49
回
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
消
防
団
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
9
日
は
第
二
分
団
、
10
日
は
第
三
分
団
が

担
当
し
ま
し
た
。
団
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
車
両
の
展
示
、

防
火
衣
を
装
着
し
て
の
乗
車
体
験
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
大
変
好
評
で
時
に
は
行
列
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
両
日
と
も
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
10
日
に
行
わ
れ
た
農
作
物
品
評
会
で
は
第
三
分
団
吉
岡
部
長
の
出
品

し
た
里
芋
が
特
別
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
消
防
団
の
服
装
だ
っ

た
の
で
消
防
団
Ｐ
Ｒ
の
一
役
を
担
え
た
か
と
思
い
ま
す
。 

瑞
穂
町
消
防
団
は
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
消
防
団

ブ
ー
ス
を
見
か
け
た
ら
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

（
担
当 
３
分
団
） 

瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り 

本
部
広
報
車
引
渡
式 

祝  吉岡部長！！ 

 

可愛い真っ赤な軽自動車です！ 

町内巡回へ GO！ 

 

良い意味での 

サプライズで、 

カメラが間に合わ

ず、、、 



                    

         

                             

出
初
式 

歳
末
特
別
警
戒 

12
月
26
日(

木)

～
30
日(

月)

に
わ
た
り
瑞
穂
町
内
で
歳
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
し
た
。
期
間
初
日
に
は
、
第
二
分
団
の
詰
所
に
て
、
田
村
都
議
会
議
員
、

都
丸
福
生
消
防
署
長
、
栗
原
副
町
長
、
関
根
団
長
な
ど
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
年
に
比
べ
、
暖
か
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
寒
く
な
っ
た
こ
の
季
節
は
、
暖

房
器
具
な
ど
を
使
用
し
火
を
使
う
機
会
が
増
え
、
加
え
て
乾
燥
や
風
が
強
く
な

る
気
候
の
為
、
火
災
を
予
防
す
る
目
的
で
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

わ
が
分
団
で
は
、
前
分
団
長
の
発
案
で
、
消
防
団
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目

的
で
、
管
轄
地
区
で
の
広
報
活
動
を
、
ポ
ン
プ
車
か
ら
団
員
自
ら
マ
イ
ク
を
持

っ
て
、
肉
声
で
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
て
い
な
い
人
が
多
い
た
め
、

た
ど
た
ど
し
い
広
報
と
な
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
、
ご
愛
敬
お
願
い
致

し
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
火
災
を
防
ぐ
意
味
で
は
、
広
報
活
動

は
意
識
付
け
を
促
す
効
果
が
あ
る
の
で
必
要
で
す
。 

昨
年
（
令
和
元
年
中
）
は
、
瑞
穂
町
内
で
の
火
災
は
10
件
で
し
た
が
、
令
和

2
年
は
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
火
災
の
発
生
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
き
た

い
で
す
。
今
後
も
、
消
防
団
活
動
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 

１
分
団) 

  

令
和
2
年
1
月
12
日(

日)

に
令
和
初
の
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
本
部
車
両
及
び
全
分
団
の
ポ
ン
プ
車
で
各
町
内
や
詰
所
等
を
巡

回
し
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
末
に
は
、
女
性
消
防
団
員
の
広
報
車
も

新
た
に
配
備
さ
れ
、
広
報
活
動
の
車
列
に
華
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。 

午
後
の
式
典
は
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
長
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
屋
内
形
式
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
一
斉
放
水
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
は
新
春
の
青
空
に
五
色
の
放
物
線
を
描
け
る

こ
と
を
期
待
し
、
一
年
間
気
を
引
き
締
め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
の
10
月
2
日
に
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
一
万
五
千
日
を
達
成

し
、
約
四
十
一
年
間
に
わ
た
り
火
災
に
よ
る
死
者
を
出
さ
ず
に
活
動
で
き
た
こ

と
は
、
消
防
団
活
動
を
し
て
き
た
諸
先
輩
方
の
努
力
を
は
じ
め
、
住
民
の
方
々

の
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
よ
り
一
層
邁
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
担
当 

５
分
団
） 

  

午前中は町内広報 

 

令和初は屋内で挙行 

 



1
月
26
日(

日)

臨
済
宗
福
正
禪
寺
に
て
、
文
化
財
防
火
演
習
が
福
生
消
防

署
・
第
一
分
団
・
第
四
分
団
の
合
同
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

文
化
財
演
習
は
瑞
穂
町
内
の
指
定
文
化
財
管
理
者
様
の
ご
協
力
に
よ
り
行

わ
れ
る
演
習
で
、
町
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
為
、
消
防
署
隊
・
各
分
団
が
連

携
し
迅
速
に
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
演
習
で
す
。 

消
火
活
動
も
立
地
等
で
様
々
に
変
化
す
る
た
め
、
各
消
防
団
員
が
不
測
の
事

態
を
想
定
し
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
は
実
際
の
火
災
現
場
で
も
同
じ
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
演
習
を
行
う
こ

と
で
、
多
様
な
災
害
現
場
で
も
迅
速
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 

４
分
団) 

             

                

                 

 

2
月
2
日(

日)

午
後
2
時
30
分
よ
り
瑞
穂
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
・
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
の
小
ホ
ー
ル
に
て
「
福
生
消
防
署
管
内
消
防
団
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
福

生
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
か
ら
200
名
を
超
え
る
消
防
団
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
講
師
に
気
象
庁
東
京
管
区
気
象
台
調
査
官
の
大
矢
徹
氏
に
お
越
し
頂

き
、『
気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
自
身
の
経
験
談
を
織

り
交
ぜ
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
大
矢
徹
氏
の
言
葉
の
中
で

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
将
来
的
な
予
測
と
し
て
今
後
極
端
な
降
水
が
よ
り
強

く
頻
繁
に
発
生
し
、
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪
水
害
が
発
生
す
る
と
い
う
点
で
す

。
よ
っ
て
、
自
分
の
地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

ま
た
、“
①
疑
わ
し
い
と
き
は
行
動
す
る
②
最
悪
事
態
を
想
定
し
て
行
動
を
す

る
③
空
振
り
は
許
さ
れ
る
が
見
逃
し
は
許
さ
れ
な
い
”
と
い
う
３
つ
の
積
極
的
対

応
に
よ
り
、
様
々
な
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
対
応
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(

担
当 

本
部) 

  

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習 

急な階段を上がっていき一斉放水 

 

送水中継 

 

応援人員到着 

 

福
生
消
防
署
管
内
消
防
団
員
研
修
会 

コロナウイルス対策に伴い、

全員マスクを着用 

３
つ
の
積
極
的
対
応 

「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の 

原
則
」 

来
賓
挨
拶 


